
10

 （1） 2024年10月1日（毎月1日発行）

創造
参加
実践

JR西労組のLINE登録をしよう！
JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）

「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！ @dzc0159s2024 No.４33

●発行責任者/禅野　康  ●編集責任者/安倍大貴西日本旅客鉃道労働組合  大阪地方本部　 大阪市天王寺区悲田院町10-67 TEL 06-6773-3192 FAX 06-6773-3194〒543-0055

新規登録受付中

JR西労組

椿野執行委員長による団結ガンバロー

挨拶を行う坪本執行委員長

山本執行委員長による団結ガンバロー

大
阪
支
部
主
催

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

大
阪
地
方
本
部
の
各
支
部
は
、9
月
14
日（
土
）に
北
大
阪
支
部
と
奈
良
支
部
、9
月
21
日（
土
）に
大
阪
支
部
、9
月
28
日（
土
）に
天
王
寺
支
部

が
そ
れ
ぞ
れ
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
、各
支
部
で
は
熱
く
積
極
的
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。大
阪
地
方
本
部

全
体
で
力
強
く
運
動
を
進
め
る
た
め
、向
こ
う
1
年
間
の
方
針
が
全
支
部
で
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、第
33
回
定
期
大
会
に
お
い

て
各
支
部
の
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

　

北
大
阪
支
部
は
、9
月
14
日（
土
）

ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
新
大
阪
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て「
第
33

回
定
期
大
会
」を
開
催
し
た
。　

　

議
長
に
吉
田
代
議
員（
大
阪
新
幹

線
運
転
所
）が
就
任
し
、執
行
部
を

代
表
し
て
椿
野
執
行
委
員
長
挨
拶

か
ら
●
安
全
●
業
務
●
共
済
に
お

け
る
分
会
活
動
●
レ
ク
に
つ
い
て
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、執
行
部
か
ら
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
使
用
し
て
経
過
報
告
と
運
動

方
針
を
提
案
。そ
の
後
、7
名
の
代

議
員
か
ら
21
項
目
の
積
極
的
な
発

言
が
あ
り
活
発
な
大
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
。再
任
し
た
椿
野
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
括

り
新
た
な
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
代
議
員
の
発
言
内
容

●
介
助
ア
プ
リ
に
つ
い
て
●
異
常
時

対
応
と
予
備
要
員
に
つい
て
●
賃
金

実
態
調
査
の
w
e
b
化
を
直
接
部
門
へ

●
春
闘
檄
布
の
使
用
後
の
処
理
方

法
●
春
闘
ベ
ア
C
層
と
L
層
と
の
差

に
つ
い
て
●
内
勤
の
要
員
増
加
及
び

適
正
に
配
置
●
不
妊
治
療
支
援
休

職
の
見
直
し
に
つ
い
て
●
休
職
者
へ

の
未
収
金
を
個
人
振
込
へ
変
更
に
要

望
●
要
員
の
関
係
に
つ
い
て
●
指
令

所
の
設
備
改
善
に
つ
い
て
●
異
常
時

対
応
の
線
区
G
D
と
統
合
G
D
の

使
用
方
法
●
新
幹
線
の
運
転
士・車

掌
の
要
員
に
つ
い
て
●
制
帽
の
着
脱

期
間
の
延
長
●
ク
レ
ペ
リ
ン
3
回
目

の
合
格
者
の
現
場
復
帰
を
早
期
に

●
賃
金
実
態
調
査
回
収
に
つい
て
分

会
へ
説
明
の
要
望
●
10
月
施
策
に
つ

い
て
●
C
R
T
の
工
務
指
令
への
設
置

要
望
●
新
指
令
所
の
印
刷
機
器
の

改
良
と
消
耗
品
の
予
算
見
直
し
と

変
更
●
電
波
状
況
の
改
善
●
シ
ー

ツ
の
毎
日
交
換
へ
の
要
望
に
つ
い
て

北
大
阪
支
部
役
員
（
四
役
）

執
行
委
員
長　
　  

椿
野 

浩
之

（
大
阪
車
掌
区
分
会
）　　
　 

副
執
行
委
員
長　  

新
村 

浩
治｠

（
大
阪
電
車
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
尼
崎
列
車
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
大
阪
車
掌
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
大
阪
車
掌
区
分
会
）

書
記
長

（
新
大
阪
運
輸
分
会
）

書
記
次
長

（
宝
塚
運
輸
分
会
）

　

奈
良
支
部
は
、9
月
14
日（
土
）大

和
高
田
市
経
済
会
館
に
於
い
て「
第

33
回
定
期
大
会
」を
開
催
し
た
。

　

議
長
に
泉
本
代
議
員（
王
寺
運

輸
）を
選
出
し
議
事
を
進
行
。支
部

執
行
部
を
代
表
し
山
本
執
行
委
員

長
よ
り
●
安
全
●
組
織
●
こ
く
み

ん
共
済
c
o
o
p
中
途
加
入・家
族

支
援
共
済
●
2
0
2
4
年
総
合
労

働
協
約
改
訂
交
渉
●
２
０
２
５
春
闘

●
政
治
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、執
行
部
よ
り
運
動
方

針
が
提
案
さ
れ
た
後
、安
全
に
か
か

わ
る
事
柄
な
ど
山
積
す
る
問
題・議

題
に
つ
い
て
、11
名
の
代
議
員
か
ら

23
項
目
の
積
極
的
な
発
言
で
運
動

方
針
を
肉
付
け
し
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。最
後
に
山
本
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
新
た
な

一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
代
議
員
の
発
言
内
容

●
配
布
物
に
つ
い
て
●
タ
ブ
レ
ッ
ト

乗
務
実
績
入
力
に
つい
て
●
雨
規
制

に
伴
う
停
留
所
抑
止
改
善
に
つい
て

●
グ
ラ
ン
ド
シニア
制
度
につい
て
●
賃

金
実
態
調
査
の
全
組
合
員
W
E
B
化

導
入
に
つい
て
●
駅
の
販
売
機
器
体

制
に
つい
て
●
統
括
駅
に
し
た
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
の
社
員
周
知
に
つい
て

●
倫
理
ポ
ス
タ
ー
に
つい
て
●
桜
井
駅

み
ど
り
の
窓
口
閉
鎖
に
伴
い
、今
後
窓

口
を
戻
す
等
の
検
討
に
つ
い
て
●
奈

良
駅
み
ど
り
の
窓
口
の
１
窓
体
制
を

２
窓
体
制
変
更
に
つ
い
て
●
第
二
基

本
給
廃
止
に
つ
い
て
●
ダ
イ
ヤ
改
正

等
の
施
策
に
伴
う
負
担
増
加
に
つ
い

て
●
快
速
う
れ
シ
ー
ト
に
つい
て
●
行

路
に
つい
て（
2
分
会
か
ら
発
言
有
）

●
2
2
1
系
座
席
折
損
につい
て
●
メ

ン
テ
ナ
ンス
手
当
に
つい
て
●
リ
ー
ダ
ー

ズマニュア
ル
の
電
子
化
に
つい
て
●
作

業
責
任
者
手
当
、線
閉
手
当
の
支
給

対
象
者
L・M
層
へ
の
拡
大
に
つ
い
て

●
和
歌
山
線
、木
が
電
車
に
あ
た
る
件

に
つ
い
て
●
準
備
時
間
減
に
つ
い
て

●
青
年
女
性
委
員
会
に
つ
い
て

最
優
秀
賞　

奈
良
電
車
区
分
会　

「
な
ら
で
ん
」

優
秀
賞　
　

か
め
や
ま
運
転
区
分
会

「
か
め
や
ま
運
転
区
分
会
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」

努
力
賞　
　

王
寺
電
車
区
分
会　

「
王
寺
電
車
区
分
会
情
報
」

奈
良
支
部
役
員
（
三
役
）

執
行
委
員
長

（
奈
良
車
掌
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長　
　

（
王
寺
電
車
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長　
　

（
奈
良
運
輸
分
会
）

副
執
行
委
員
長　
　

（
奈
良
電
車
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長　
　

（
奈
良
電
車
区
分
会
）

書
記
長

（
奈
良
車
掌
区
分
会
）

　

大
阪
支
部
は
、９
月
21
日（
土
）

P
L
P
会
館
に
お
い
て
、「
第
33
回
定

期
大
会
」を
開
催
し
た
。

　

議
長
に
は
松
原
代
議
員（
京
橋
運

輸
）と
札
内
代
議
員（
森
ノ
宮
支
所
）

が
就
任
し
議
事
を
進
め
た
。執
行
部

を
代
表
し
て
、坪
本
執
行
委
員
長
よ

り
●
安
全
の
確
立
●
組
織
●
労
働

協
約
・
春
闘
●
政
治・政
策
課
題
の

４
点
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。　

　

そ
の
後
、執
行
部
よ
り
運
動
方
針

が
提
案
さ
れ
た
後
、６
人
の
代
議
員
か

ら
積
極
的
な
発
言
が
あ
り
、執
行
部

や
来
賓
か
ら
答
弁
が
行
わ
れ
、全
体
の

拍
手
で
運
動
方
針
が
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、第
８
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
、森
ノ
宮
電
車
区
分
会

「
み
ち
の
り
」が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

　

今
大
会
で
は
、転
勤
等
の
た
め
6

名
の
執
行
委
員
が
退
任
さ
れ
、新
た

に
５
名
の
新
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ

て
18
名
の
大
阪
支
部
体
制
と
な
っ

た
。

■
代
議
員
の
発
言
内
容

●
作
業
責
任
者
手
当
に
つい
て
●
基

本
給
に
つ
い
て
●
沿
線
の
線
路
脇
の

草
木
の
伐
採
に
つ
い
て
●
勤
務
作
成

支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
●
入
出
金

機
の
新
紙
幣
対
応
に
つ
い
て
●
統

括
駅
内
移
動
や
助
勤
者
に
対
し
て

の
対
応
に
つ
い
て
●
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

●
職
務
手
当
に
つい
て
●
放
出
派
出

所
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
●
放

出
派
出
構
内
運
転
の
乗
務
手
当
に

つ
い
て
●
庁
舎
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
●
駅
構
内
の
線
閉
に
つい
て
●
ダ

イ
ヤ
乱
れ
時
の
乗
務
員
運
用
に
つ

い
て最

優
秀
賞　

森
ノ
宮
電
車
区
分
会

　

「
み
ち
の
り
」

優
秀
賞　
　

京
橋
車
掌
区
分
会　

　

「
L
O
O
P 

L
I
N
E
」

優
秀
賞　
　

京
橋
運
輸
分
会　
　

　

「
京
橋
運
輸
分
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
S
」

優
秀
賞　
　

京
橋
電
車
区
分
会　

　

「
橋
電
『
魂
』
」

大
阪
支
部
役
員
（
四
役
）

執
行
委
員
長

（
森
ノ
宮
電
車
区
分
会
）　　
　 

副
執
行
委
員
長

（
京
橋
運
輸
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
京
橋
電
車
区
分
会
）

副
執
行
委
員
長

（
京
橋
電
車
区
分
会
）

書
記
長

（
京
橋
車
掌
区
分
会
）

書
記
次
長

（
京
橋
電
車
区
分
会
）

  

　　　

坪
本　

竜
大

伊
加
井
幸
信

稲
田　

久
幸

筆
野　

恭
忠

松
波　

幸
貴

山
口　

康
浩

田
中　

康
博

菊
田　

正
臣（
新
）

森　
　

千
晶（
新
）

村
山　

友
哉

網
本　

雅
之

山
本　

大
輔

宮
﨑　

貴
宏

里
山　

耕
平

牧
野　
　

誠

和
田　

拓
也（
新
）

㔟
渡　
和
之（
新
）

北
大
阪
支
部 

定
期
大
会

奈
良
支
部 

定
期
大
会

大
阪
支
部 

定
期
大
会

積
極
的
な
議
論
の
展
開
に
よ
り
方
針
を
決
定

　
　
　
　  

各
支
部
の
新
た
な
一年
が
ス
タ
ー
ト
!!

 

奈
良
支
部
主
催
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

大
阪
支
部
主
催
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

各支部定期大会を開催各支部定期大会を開催各支部定期大会を開催各支部定期大会を開催
社会の変化に対応した、安全で働きがいのある労働環境構築のために

　

2
0
2
4
年
度

総
合
労
働
協
約

改
訂
交
渉
妥
結

妥結内容は
二面掲載


